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431　

柴
田
宵
曲
と
ふ
た
つ
の
『
子
規
全
集
』

432　

綿
谷
雪
と
『
真
山
青
果
全
集
』

433　

大
村
書
店
と
磯
部
同
光
社

434　

サ
イ
レ
ン
社
の
菊
地
甚
一
『
罪
無
罪
』
と

齋
田
禮
門
訳
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』

435　

流
行
作
家
、
翻
訳
者
、
出
版
者
と
し
て
の

三
上
於
菟
吉

436　

非
凡
閣
『
新
選
大
衆
小
説
全
集
』
と
加
藤

雄
策

437　
『
女
人
芸
術
』
と
日
本
文
林
社
『
長
谷
川
時

雨
全
集
』

438　

長
谷
川
時
雨
と
橘
千
陰
『
万
葉
集
略
解
』

439　

長
谷
川
時
雨
と
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
『
イ
ア
リ

ン
グ
』
翻
訳
事
情

440　

城
夏
子
、「
母
も
の
」
少
女
小
説
、
ポ
プ
ラ

社

441　

広
瀬
千
香
と
青
燈
社
『
山
中
共
古
ノ
ー
ト
』

竹
清
『
欣
賞
会
記
録
』

421　

横
尾
文
行
堂
、
狩
野
快
庵
『
狂
歌
人
名
辞

書
』、
浅
倉
屋

422　

春
陽
堂
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
輪
講
』

423　

集
古
会
と
興
文
社
『
日
本
名
著
全
集
』

424　

集
古
会
と
早
稲
田
大
学
出
版
部
『
近
世
実

録
全
書
』

425　
『
近
世
実
録
全
書
』
と
生
田
蝶
介
『
島
原
大

秘
録
』

426　
『
講
談
雑
誌
』
と
白
井
喬
二
「
怪
建
築
十
二

段
返
し
」

427　

時
代
小
説
、
探
偵
小
説
、
平
凡
社
『
現
代

大
衆
文
学
全
集
』

428　

長
谷
川
伸
、
新
小
説
社
、『
大
衆
文
芸
』

429　

大
東
出
版
社
と
林
若
樹
『
集
古
随
筆
』

430　

岡
本
経
一
『
私
の
あ
と
が
き
帖
』
と
柴
田

宵
曲



173176179183186190193196199202205208

139142145148151154157160163166169

453　

馬
込
文
士
村
、
田
中
直
樹
、
チ
ッ
プ
・

ト
ッ
プ
書
店

454　

文
學
界
社
発
行
『
文
學
界
』

455　

知
的
協
力
会
議
『
近
代
の
超
克
』
と
創
元

社

456　

北
尾
鐐
之
助
「
近
畿
景
観
」
シ
リ
ー
ズ
と

『
新
近
畿
行
脚
』

457　

小
林
秀
雄
と
創
元
選
書

458　

創
元
文
庫
と
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
『
忘
れ

ら
れ
た
日
本
』

459　

明
治
書
房
、
版
画
荘
、
石
川
淳
『
白
描
』

460　

三
笠
書
房
『
現
代
小
説
選
集
』
と
『
現
代

長
篇
小
説
全
集
』

461　

坂
口
安
吾
『
日
本
文
化
私
観
』
と
文
体
社

462　

日
産
書
房
と
小
林
秀
雄
『
文
芸
評
論
』

463　

井
上
友
一
郎
の
モ
デ
ル
小
説
『
絶
壁
』

464　

井
上
友
一
郎
、
野
田
誠
三
、
野
田
書
房

442　
『
奇
書
』、
北
野
博
美
、『
性
之
研
究
』

443　

藤
澤
衛
彦
『
絵
入
日
本
艶
書
考
』
と
『
日

本
伝
説
研
究
』

444　

佐
々
木
指
月
『
変
態
魔
街
考
』
と
ア
メ
リ

カ

445　

竹
内
道
之
助
、
風
俗
資
料
刊
行
会
、
三
笠

書
房

446　

仏
蘭
西
書
院
と
谷
書
店

447　

荒
城
季
夫
と
太
田
三
郎

448　

原
比
露
志
『
寝
室
の
美
学
』

449　

中
城
ふ
み
子
『
乳
房
喪
失
』、
作
品
社
、
岩

田
貞
夫

450　

第
一
出
版
社
の
『
人
間
探
究
』

451　

武
野
藤
介
と
『
武
野
藤
介
風
流
文
学
自
選

集
』

452　

鷹
野
弥
三
郎
『
山
窩
の
生
活
』
と
鷹
野
つ

ぎ
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477　

乾
信
一
郎
『「
新
青
年
」
の
頃
』、『
文
学
建

設
』、『
新
編
現
代
日
本
文
学
全
集
』

478　

実
録
文
学
研
究
会
、
満
月
会
、
国
防
文
芸

連
盟

479　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
文
学
と
貴
司
山
治

『
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
』

480　

昭
和
十
年
代
の
流
行
作
家
竹
田
敏
彦
と

『
涙
の
責
任
』

481　

摂
津
茂
和
と
林
二
九
太

482　

中
野
実
『
東
京
無
宿
』

483　

村
雨
退
二
郎
『
明
治
巌
窟
王
』
と
国
民
文

学

484　

小
学
館
『
現
代
ユ
ウ
モ
ア
全
集
』

485　

佐
々
木
邦
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
の
行
方

486　
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
と
「
大
衆
文
学
」

487　

川
端
克
二
『
海
の
魂
』
と
コ
ン
ラ
ツ
ド

『
陰
影
線
』

465　

青
山
虎
之
助
、『
新
生
』、『
茉
莉
花
』

466　

東
京
文
芸
社
の
富
田
常
雄
『
春
の
潮
』

467　

新
田
潤
『
わ
が
青
春
の
仲
間
た
ち
』
と

『
妻
の
行
方
』

468　

八
雲
書
店
、
石
川
達
三
『
ろ
ま
ん
の
残

党
』、
久
保
田
正
文
『
花
火
』

469　

田
宮
虎
彦
と
『
文
明
』

470　

田
宮
虎
彦
、
千
代
『
愛
の
か
た
み
』
と
平

野
謙

471　

修
道
社
版　

柴
田
天
馬
訳
『
定
本
聊
斎
志

異
』
と
諸
星
大
二
郎

472　

小
村
雪
岱
と
新
小
説
社

473　

小
村
雪
岱
と
邦
枝
完
二
『
お
伝
地
獄
』

474　

石
井
鶴
三
『「
宮
本
武
蔵
」
挿
絵
集
』
と

『
大
菩
薩
峠
』

475　

尾
崎
千
代
野
編
『
尾
崎
久
彌
小
説
集
』

476　

岡
戸
武
平
『
続
・
筆
だ
こ
』
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503　

大
正
一
切
経
刊
行
会
『
大
正
新
修
大
蔵
経

総
目
録
』

504　

高
楠
順
次
郎
と
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

505　

高
楠
正
男
と
大
雄
閣

506　
『
国
訳
一
切
経
』
と
大
東
出
版
社

507　

木
村
鷹
太
郎
と
『
バ
イ
ロ
ン
傑
作
集
』

508　

鈴
木
大
拙
と
大
東
出
版
社
版
『
日
本
的
霊

性
』

509　

東
方
書
院
『
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
』

510　

渡
辺
海
旭
と
相
馬
黒
光
『
黙
移
』

511　

実
業
之
日
本
社
『
岡
田
式
静
坐
法
』
と
大

田
黒
重
五
郎

512　

光
融
館
と
南
条
文
雄
『
梵
文
阿
彌
陀
経
』

513　

島
地
黙
雷
『
維
摩
経
』

514　

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
『
言
語
学
』
と
『
比

較
宗
教
学
』

515　

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
『
宗
教
学
綱
要
』

488　

江
馬
修
『
山
の
民
』
と
出
版
事
情

489　

江
馬
三
枝
子
『
日
本
の
女
性
』

490　

小
山
勝
清
『
そ
れ
か
ら
の
武
蔵
』

491　

東
都
書
房
、『
忍
法
小
説
全
集
』、『
日
本
推

理
小
説
大
系
』

492　

五
味
康
祐
と
斎
藤
十
一

493　

横
川
亮
一
と
集
英
社
『
新
日
本
文
学
全
集
』

494　

南
條
範
夫
『
駿
河
御
前
試
合
』
と
山
口
貴

由
『
シ
グ
ル
イ
』

495　

人
物
往
来
社
『
考
証
江
戸
事
典
』

496　

堤
糸
風
と
『
講
談
全
集
』

497　

講
談
社
と
『
少
年
倶
楽
部
』

498　

南
洋
一
郎
と
『
怪
盗
ル
パ
ン
全
集
』

499　

池
田
宜
政
と
『
修
養
全
集
』

500　

保
篠
龍
緒
と
星
野
辰
男

501　

世
界
文
庫
刊
行
会
と
『
世
界
国
民
読
本
』

502　
『
興
亡
史
論
』
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
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年
』

527　

洛
陽
堂
と
山
崎
延
吉
『
農
村
教
育
論
』

528　

山
崎
延
吉
『
農
村
之
経
営
』
と
裳
華
房

529　

洛
陽
堂
、
帆
足
理
一
郎
『
哲
理
と
人
生
』、

新
生
堂

530　
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
出
版
史
夜
話
』、
長
崎

書
店
、
小
川
正
子
『
小
島
の
春
』

531　

新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
と
桜
井
鷗
村

532　

丁
未
出
版
社
と
桜
井
忠
温
『
肉
弾
』

533　

桜
井
鷗
村
と
文
武
堂

534　

押
川
春
浪
、
武
俠
世
界
社
、
興
文
社

535　

カ
ー
ラ
イ
ル
、
土
井
晩
翠
訳
『
鬼
臭
先
生　

衣
裳
哲
学
』

536　

ヴ
ェ
ブ
レ
ン
『
有
閑
階
級
論
』
と
『
特
権

階
級
論
』

537　

高
畠
素
之
訳
『
資
本
論
』

538　

高
畠
素
之
訳
『
マ
ル
ク
ス
十
二
講
』
と
新

516　

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
小
説
『
愛
は
永

遠
に
』

517　

今
岡
十
一
郎
『
ツ
ラ
ン
民
族
圏
』
と
『
ハ

ン
ガ
リ
ー
語
辞
典
（
洪
和
）』

518　

金
沢
庄
三
郎
『
日
鮮
同
祖
論
』

519　

後
藤
朝
太
郎
『
文
字
の
史
的
研
究
』

520　

蘆
田
伊
人
と
『
大
日
本
地
誌
大
系
』

521　

吉
本
隆
明
、
武
井
昭
夫
『
文
学
者
の
戦
争

責
任
』
と
淡
路
書
房

522　

未
来
社
『
金
日
成
著
作
集
』
と
雄
山
閣

『
金
日
成
伝
』

523　

田
村
栄
太
郎
と
雄
山
閣
「
生
活
史
叢
書
」

524　

尾
上
八
郎
『
平
安
朝
時
代
の
草
仮
名
の
研

究
』
と
自
費
出
版

525　

南
条
文
雄
『
忘
己
録
』
と
井
冽
堂

526　

田
中
英
夫
『
洛
陽
堂
河
本
亀
之
助
小
伝
』、

中
山
三
郎
、
小
川
菊
松
『
出
版
興
亡
五
十
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系
』

550　

近
代
社
『
世
界
戯
曲
全
集
』

551　

国
民
図
書
『
現
代
戯
曲
全
集
』
と
仲
木
貞

一

552　

春
陽
堂
『
日
本
戯
曲
全
集
』
と
渥
美
清
太

郎

553　

春
陽
堂
『
鏡
花
全
集
』、
雪
岱
文
字
、
水
上

瀧
太
郎
『
第
四
貝
殻
追
放
』

554　

博
文
館
の
鉄
道
書
と
旅
行
書

555　

宮
島
新
三
郎
『
改
訂
大
正
文
学
十
四
講
』

556　

厨
川
白
村
『
近
代
文
学
十
講
』

557　
『
大
正
文
学
全
集
』
を
夢
見
る

558　

井
上
哲
次
郎
『
釈
迦
牟
尼
伝
』
と
文
明
堂

559　

聚
精
堂
、
津
田
敬
武
『
釈
迦
像
の
研
究
』、

柳
田
国
男
『
石
神
問
答
』

560　

ル
ナ
ン
、
綱
島
梁
川
、
安
倍
能
成
訳
『
耶

蘇
伝
』

潮
社

539　

エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ア
ク
、
村
山
勇
三
訳

『
美
と
崇
高
』

540　

冬
夏
社
と
ロ
ー
プ
シ
ン
、
青
野
季
吉
訳

『
蒼
ざ
め
た
る
馬
』

541　

水
守
亀
之
助
と
人
文
会
出
版
部

542　

片
山
孤
村
『
現
代
の
独
逸
文
化
及
文
芸
』

と
文
献
書
院

543　

人
間
社
と
『
親
鸞
全
集
』

544　

三
上
於
菟
吉
『
随
筆
わ
が
漂
泊
』
と
元
泉

社

545　

田
中
貢
太
郎
と
『
日
本
怪
談
全
集
』

546　

相
馬
御
風
『
郷
土
文
学
読
本
』

547　

生
田
蝶
介
『
歩
み
』

548　

博
文
館
の
作
家
た
ち
と
加
能
作
次
郎
「
厄

年
」

549　

イ
プ
セ
ン
『
海
の
夫
人
』
と
『
近
代
劇
大
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572　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
『
奉
天
三
十
年
』
と
岩
波

新
書

573　

鈴
木
剛
『
メ
ッ
カ
巡
礼
記
』
と
田
澤
拓
也

『
ム
ス
リ
ム
・
ニ
ッ
ポ
ン
』

574　

地
平
社
、『
民
俗
芸
術
』、
早
川
孝
太
郎

『
花
祭
』

575　

レ
ン
ギ
ル
『
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
』、
埴
谷
雄
高
、

山
本
夏
彦

576　

笠
間
杲
雄
『
沙
漠
の
国
』

577　

回
教
圏
研
究
所
編
『
概
観
回
教
圏
』

578　

生
活
社
、『
東
亜
問
題
』、「
東
亜
研
究
叢

書
」

579　

グ
ラ
ネ
『
支
那
人
の
宗
教
』
と
津
田
逸
夫

580　

柘
植
秀
臣
『
東
亜
研
究
所
と
私
』
と
「
東

研
叢
書
」

581　

東
京
政
治
経
済
研
究
所
『
一
九
二
〇–

三
〇

政
治
経
済
年
鑑
』

561　

ル
ナ
ン
『
幼
年
時
代
青
年
時
代
の
思
ひ

出
』、
創
元
社
、
大
和
幻
住

562　

ニ
コ
ル
著
、
柏
井
園
訳
『
基
督
伝
』
と
警

醒
社

563　

リ
シ
ャ
ル
著
、
大
川
周
明
訳
『
永
遠
の
智

慧
』

564　

大
川
周
明
、
井
筒
俊
彦
、
東
亜
経
済
調
査

局

565　

大
川
周
明
『
安
楽
の
門
』、『
古
蘭
』、
岩
崎

徹
太

566　

若
林
半
『
回
教
世
界
と
日
本
』、
榎
本
桃
太

郎
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

567　

田
中
逸
平
『
白
雲
遊
記
』

568　

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
『
ジ
ャ
ポ
ン
ヤ
』

569　

大
日
本
文
明
協
会
叢
書
『
土
耳
其
帝
国
』

570　

嶋
野
三
郎
と
『
露
和
辞
典
』

571　

衛
藤
利
夫
『
韃
靼
』
と
翻
訳
書
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原
葆
見

593　

昭
和
研
究
会
著
『
労
働
新
体
制
研
究
』

594　

伊
藤
書
店
、
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の

形
成
』、
小
山
弘
健
他
『
日
本
産
業
機
構

研
究
』

595　

伊
藤
書
店
「
青
年
群
書
」、
赤
木
健
介
『
読

書
案
内
』、
古
在
由
重
『
戦
中
日
記
』

596　

唯
物
論
研
究
会
と
式
場
隆
三
郎
『
サ
ド
侯

爵
夫
人
』

597　

健
文
社
と
ロ
レ
ン
ス
『
恋
愛
論
』『
チ
ャ
タ

レ
イ
夫
人
の
恋
人
』

598　

伊
藤
整
『
ロ
レ
ン
ス
篇
』、『
世
界
文
豪
読

本
全
集
』、
春
山
行
夫

599　

小
山
書
店
版
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋

人
』
と
「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」

600　
『
唯
物
論
研
究
』
と
福
田
久
道

582　

日
本
評
論
社
と
『
新
独
逸
国
家
大
系
』

583　

ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
「
地
政
学
的
基
底
」

と
『
日
本
』

584　

太
平
洋
協
会
編
「
南
太
平
洋
叢
書
」
と
泉

靖
一
、
鈴
木
誠
共
著
『
西
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
民
族
』

585　

太
平
洋
協
会
編
「
太
平
洋
図
書
館
」
と
六

興
出
版
部

586　

エ
ド
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
『
金
髪
の
プ

リ
ン
セ
ス
』

587　

矢
内
原
忠
雄
『
南
洋
群
島
の
研
究
』

588　

茅
原
茂
と
日
本
評
論
社
前
史

589　

長
守
善
『
ナ
チ
ス
経
済
建
設
』

590　

慶
応
書
房
と
加
田
哲
二
『
戦
争
本
質
論
』

591　

岩
崎
徹
太
と
木
曜
会

592　

菊
地
春
雄
『
ナ
チ
ス
戦
時
経
済
体
制
研

究
』、
東
洋
書
館
「
労
務
管
理
全
書
」、
桐
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401　

北
原
白
秋
「
銀
座
の
雨
」
と
沙
良
峯
夫
「
銀
座
青
年
の
歌
」

『
近
代
出
版
史
探
索
Ⅱ
』397
に
続
い
て
、
銀
座
の
流
行
歌
に
も
う
一
度
ふ
れ
て
み
る
。
安
藤
更
生
は
同
350
の
『
銀
座
細

見
』
の
中
で
、「
か
つ
て
の
銀
座
を
指
導
し
た
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
趣
味
で
あ
り
、
芸
術
青
年
で
あ
つ
た
」
が
、
そ
れ
ら

は
ま
っ
た
く
後
退
し
、「
今
日
銀
座
を
横
行
す
る
も
の
は
、
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
安
藤
は
そ
の
例
と
し
て
、
銀
座
を
主
題
と
す
る
二
つ
の
詩
を
引
用
し
、「
両
時
代
の
気
風
の
差
異
」

を
見
よ
う
と
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
北
原
白
秋
の
『
東
京
景
物
詩
及
其
他
』（
東
雲
堂
書
店
、
大
正
二
年
）
所
収
の
「
銀
座
の
雨
」
で
、
近
代

文
学
館
と
ほ
る
ぷ
出
版
の
復
刻
版
を
見
る
と
、
明
治
四
十
四
年
作
と
あ
る
。「
雨
…
…
雨
…
…
雨
…
…
／
雨
は
銀
座
に
新

ら
し
く
／
し
み
じ
み
と
ふ
る
、
さ
く
さ
く
と
、」
に
始
ま
る
こ
の
詩
は
「
わ
か
い
ロ
テ
イ
の
も
の
お
も
ひ
」「
お
菊
夫
人
の

縫ぬ
い

針ば
り

」
と
か
「H

ア
ン
リ
イ

enri D

ドe R

レ

ニ

エ

égnier

が
曇
り
玉
」「V
ヴ
エ
ル
レ
エ
イ
ヌ

erlaine

の
涙
雨
」
と
か
い
っ
た
言
葉
が
鏤
め
ら
れ
、
確
か
に
安
藤

の
い
う
銀
座
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
趣
味
」
と
「
芸
術
青
年
」
の
投
影
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
「
余
言
」
に
白
秋
の
「
東
京
、
東
京
、
そ
の
名
の
何
す
れ
ば
し
か
く
哀
し
く
美
く
し
き
や
」
と
の
告
白
が
見
え
て

い
る
よ
う
に
、
東
京
や
銀
座
に
対
す
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
白
秋
自
ら
に
よ
る
装
丁
と
木
下
杢
太
郎

の
カ
ラ
ー
挿
画
「
夏
の
遊
楽
」
は
そ
の
表
象
と
い
え
よ
う
。
な
お
そ
の
版
元
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
西
村
陽
吉
と
東
雲
堂
書

店
」（『
古
本
探
究
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
白
秋
の
「
銀
座
の
雨
」
に
対
し
て
、
安
藤
は
次
に
沙
良
峯
夫
の
「
銀
座
青
年
の
歌
」
を
挙
げ
て
い
る
。
沙
良
は
年
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少
に
し
て
亡
く
な
っ
た
詩
人
で
、
こ
の
詩
は
大
正
十
四
年
の
作
で
あ
り
、
最
近
出
版
さ
れ
た
彼
の
多
か
ら
ぬ
遺
稿
の
一
編

だ
と
い
う
。
沙
良
と
い
う
詩
人
の
名
前
も
、「
銀
座
青
年
の
歌
」
な
る
詩
も
『
銀
座
細
見
』
の
中
で
し
か
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
六
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
長
い
詩
な
の
で
、
抽
出
し
て
示
す
し
か
な
い
。

　
　
　

な
に
し
ろ
冬
が
逝
つ
た
の
さ
、

　
　
　

あ
の
化
粧
品
屋
の
売
つ
子
め
、

　
　
　

た
う
と
女
優
に
な
り
や
が
つ
た
。

　
　
　

―
し
か
も
活
動
の
。

　
　
　

大
雪
の
夜
に
濠
端
を

　
　
　

一
緒
に
タ
ク
シ
で
は
し
つ
た
事
を

　
　
　

忘
れ
た
い
の
に
覚
え
て
ゐ
る
が
、

　
　
　

く
そ
、
ま
あ
せ
い
ぜ
い
俗
衆
の
前
で

　
　
　

下
手
な
キ
ス
で
も
し
て
暮
し
給
へ
。

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

春
は
細
身
の
ケ
エ
ン
に
か
ぎ
る
。

　
　
　

や
は
ら
か
な
色
の
ボ
ル
サ
リ
ノ
、

　
　
　

英イ
ギ
リ
ス

吉
利
型
の
オ
リ
イ
ブ
の
春
の
上
衣
の
出い
で

立た
ち

で
、

　
　
　

ケ
エ
ン
振
り
ふ
り
街
を
歩
い
た
ら
、

　
　
　

さ
ぞ
や
好
か
ら
う
、
恋
も
あ
る
。



3 　北原白秋「銀座の雨」と沙良峯夫「銀座青年の歌」

　
　
　

ご
つ
た
返
し
の
バ
ラ
ツ
ク
街
に　

　
　
　

浮
気
な
春
が
、
春
が
く
る
、

　
　
　

ほ
こ
り
、
砂
嵐
、
な
ん
の
そ
の
、

　
　
　

空
は
う
つ
と
り
、
菫
い
ろ
、

　
　
　

稽チ
ョ
コ
レ
ー
ト

古
律
塗
の
飛
行
機
よ
、

　
　
　

ひ
と
つ
陽
気
に
き
り
ゝ
ゝ
舞
し
て
ゝ
落
つ
こ
ち
ろ
。

　
　
　

ラ
ア
ラ
ラ
ラ
ア
ラ
、
ラ
ン
ラ
ラ
ア
…
…

一
部
分
の
引
用
で
し
か
な
い
が
、
同
じ
銀
座
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
、
沙
良
の
詩
の
、
白
秋
と
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と

リ
ズ
ム
は
理
解
頂
け
た
と
思
う
。
安
藤
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
に
現
わ
れ
て
く
る
人
名
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
の
映
画

人
で
、
沙
良
は
「
今
日
見
る
如
き
ア
メ
リ
カ
カ
ブ
レ
の
青
年
で
は
な
い
」
け
れ
ど
、
そ
こ
で
多
少
の
憧
憬
を
こ
め
て
歌

わ
れ
て
い
る
の
は
「
悉
く
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
縮
図
」
で
、「
そ
の
作
品
に
は
思
は
ず
も
時
代
嗜
好
の
方
向
を
見
せ
て
居

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ふ
た
つ
の
詩
に
表
象
さ
れ
て
い
る
銀
座
の
変
貌
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
「
ご
つ
た
返
し
の
バ
ラ

ツ
ク
街
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
関
東
大
震
災
の
投
影
で
あ
る
の
だ
が
、
安
藤
は
そ
こ
に
何
よ
り
も
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

ア
メ
リ
カ
の
台
頭
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
今
や
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
成
金
国
ア
メ
リ
カ
で
起
つ
た
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
資
本
主
義
で
あ
る
。
今
や
世
界
が
ア
メ
リ
カ

な
の
か
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
な
の
か
。
高
度
に
発
達
し
た
機
械
主
義
に
よ
る
マ
ツ
ス
・
ア
ン
ド
ス
ピ
ー
ド
・
プ
ロ
ダ
ク
シ

ヨ
ン
・
テ
エ
イ
ラ
リ
ズ
ム
の
適
用
に
仍
る
能
率
主
義
産
業
の
合
理
化
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
計
る
可
か
ら
ざ
る
資
力
を
擁
し
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て
先
づ
戦
後
の
疲
弊
回
復
せ
ざ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
征
服
し
、
更
に
全
世
界
を
征
服
し
た
。
マ
ン
モ
ン
は
今
や
世
界
に
光
宅

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
や
ア
メ
リ
カ
だ
け
が
世
界
な
の
で
あ
る
。」

そ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
完
全
に
田
舎
」
と
な
り
、「
最
早
文
化
的
衰
退
期
」
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
銀
座
も

銀
ブ
ラ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
模
倣
と
影
響
下
に
成
立
し
、
銀
座
文
化
も
「
こ
れ
ら
西
欧
諸
国
の
半
強
制
的
な
模
倣
だ
つ

た
」。
と
こ
ろ
が
そ
の
範
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
没
落
し
始
め
、「
之
に
代
は
る
も
の
は
大
資
本
と
、
ス
ピ
ー
ド
と
映
画
の

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
だ
。
日
本
人
の
多
く
は
、
今
や
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
の
み
世
界
を
理
解
し
や
う
と
し
て
居
る
の
だ
」。

こ
の
よ
う
な
銀
座
の
変
貌
が
白
秋
の
「
銀
座
の
雨
」
と
沙
良
峯
夫
の
「
銀
座
青
年
の
歌
」
に
表
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
時
代
に
白
秋
は
詩
、
短
歌
、
童
謡
な
ど
す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る
巨
匠
と
し
て
全
十
八

巻
に
及
ぶ
『
白
秋
全
集
』（
ア
ル
ス
）
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
対
し
、
沙
良
の
ほ
う
は
さ
さ
や
か
な
遺
稿
集
を
残
し
、

近
代
詩
人
の
一
人
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
定
か
で
な
く
、
消
え
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
沙
良
に
つ
い
て
判
明
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
彼
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
「
名
誌
の
林
」
に
掲
載
さ
れ
、
本
名

は
梅
沢
孝
一
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
遺
稿
集
『
華
や
か
な
る
憂
鬱
―

沙
良
峰
雄
詩
集
』
は
昭
和
四
十
二
年
に
沙
良
峰
雄
を
し
の
ぶ
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

402　

松
崎
天
民
『
銀
座
』
と
ゾ
ラ
、
三
上
於
菟
吉
訳
『
貴
女
の
楽
園
』

松
崎
天
民
の
『
銀
座
』
は
安
藤
更
生
の
昭
和
六
年
の
『
銀
座
細
見
』
よ
り
も
先
に
出
て
、
い
ず
れ
も
半
世
紀
を
経
て
中

公
文
庫
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
銀
座
論
、
及
び
考
現
学
の
先
駆
け
と
も
称
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
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年
に
小
暮
信
二
郎
を
発
行
者
と
す
る
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
文
庫
化
に
先
立
ち
、
新
泉
社
か
ら

復
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
使
用
す
る
。

こ
の
元
版
の
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
社
は
出
版
社
と
い
う
よ
り
も
、
巻
末
ふ
ろ
く
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
八
十
ペ
ー
ジ
近
く
の

「
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
」
と
い
う
「
買
ひ
物
便
覧
」
を
編
集
発
行
し
て
い
た
銀
座
の
広
告
代
理
店
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。『
近
代
出
版
史
探
索
Ⅱ
』321
で
、
磯
部
甲
陽
堂
と
松
崎
の
関
係
を
記
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
長
き
に
わ

た
る
新
聞
記
者
生
活
ゆ
え
か
、
傍
流
出
版
社
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
「
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
」
は
カ
フ
ェ
タ
イ
ガ
ー
か
ら
始
ま
り
、
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
に
至
る
、
京
橋
を
渡
っ
て
か
ら

新
橋
へ
と
続
く
東
西
両
側
の
銀
座
の
店
を
軒
並
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
広
告
、
看
板

な
ど
を
並
べ
た
そ
れ
ら
の
店
や
会
社
だ
け
で
も
二
百
以
上
に
及
び
、
松
屋
呉
服
店
な
ど
の
デ
パ
ー
ト
の
四
枚
の
口
絵
写
真

を
合
わ
せ
る
と
、
当
時
の
銀
座
の
街
並
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

こ
の
ふ
ろ
く
は
版
元
の
企
画
で
、
著
者
と
し
て
は
無
関
係
だ
と
、
松
崎
は
「
巻
末
小
言
」
で
述
べ
て
い
る
が
、
彼
が
七

十
五
編
の
「
今
日
の
新
し
い
銀
座
」
論
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
新
銀
座
の
概
念
と
輪
廓
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
へ
と
結
び
つ
か
せ
る
「
水
先
案
内
の
役
目
」
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
安
藤
の
『
銀
座
細
見
』
と

は
異
な
る
意
味
で
、
松
崎
の
『
銀
座
』
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
眼
か
ら
見
ら
れ
た
銀
座
の
話
題
が
満
載
の
一
冊
と
な
っ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
安
藤
の
視
点
を
補
足
す
る
一
編
、
松
崎
な
ら
で
は
の
一
編
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

安
藤
は
前
回
既
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
台
頭
が
あ
り
、
そ
れ
が
銀
座
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
と
記
し
て
い
た
。
彼
は
そ
の
ア
メ
リ
カ
文
化
と
並
ぶ
勢
力
に
、
革
命
を
成
就
し
た
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
文

化
を
挙
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
銀
座
に
関
係
が
な
い
と
処
理
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
銀
座
』
に
は
「
酒
食
大
銀
座
［
ロ
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シ
ア
の
ニ
ー
ナ
］」
や
「
露
西
亜
の
女
［
銀
座
に
異
国
の
花
］」
の
章
が
あ
り
、「
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
」
に
見
え
る
カ
フ
ェ
ー

ロ
シ
ア
の
話
が
出
て
く
る
。
こ
の
店
は
羊
の
洋
画
家
と
し
て
著
名
な
辻
永
の
兄
弟
で
あ
る
古
美
術
商
の
辻
衛
が
松
坂
屋
の

裏
手
で
経
営
し
て
い
て
、
う
ま
い
洋
酒
を
提
供
す
る
の
が
特
色
で
、
毛
色
の
変
わ
っ
た
人
々
が
出
入
り
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
場
面
を
引
い
て
み
る
。

「『
私
、
ニ
ー
ナ
、
ロ
シ
ヤ
、
モ
ス
ク
ワ
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
御
酒
…
』
な
ど
と
、
二
十
歳
に
し
て
は
老
け
て
見
え
る
ロ

シ
ヤ
美
人
、
ニ
ー
ナ
の
大
き
な
姿
を
見
る
の
も
、
カ
フ
エマ
マ

ロ
シ
ア
の
特
色
の
一
つ
と
云
つ
て
宜
か
ら
う
。（
中
略
）

ロ
シ
ヤ
に
彼
の
騒
ぎ
が
あ
つ
た
頃
か
ら
、
い
ろ
ん
な
女
が
日
本
に
流
れ
て
き
て
、
カ
フ
エ
ー
に
現
れ
た
り
、
芸
妓
に
な

つ
た
り
し
て
居
た
。
此
の
東
京
で
も
ロ
シ
ヤ
女
を
其
処
此
処
の
カ
フ
エ
ー
に
見
た
り
、
赤
坂
や
神
楽
坂
の
待
合
に
見
て
は
、

惻
隠
の
情
を
起
し
た
も
の
だ
つ
た
、
カ
フ
エ
ー
ロ
シ
ヤ
の
ニ
ー
ナ
も
震
災
後
に
東
京
へ
来
て
、
今
日
ま
で
ロ
シ
ヤ
の
『
異

国
の
花
』
と
し
て
、
一
顰
一
笑
し
て
い
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。」

ソ
連
邦
解
体
後
の
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の
東
欧
系
女
性
が
日
本
の
バ
ー
な
ど
で
働
い
て
い
る
光
景
を
見
て
い
る
が
、

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
ソ
連
邦
成
立
後
の
日
本
で
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
松
崎
の
言
に
よ
れ
ば
、
世
が
世
な
ら
ロ
シ
ア
帝

国
の
中
流
以
上
の
令
嬢
と
し
て
、
幸
福
な
家
庭
に
暮
し
得
た
で
あ
ろ
う
ニ
ー
ナ
は
、「
大
ロ
シ
ヤ
の
近
代
悲
劇
を
表
徴
し

た
女
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
松
崎
の
視
線
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
百
貨
店
に
お
け
る

万
引
で
、
そ
れ
が
「
百
貨
店
の
窓
［
先
ず
万
引
き
の
話
を
］」
と
「
一
日
三
万
人
［
大
百
貨
店
の
魅
力
］」
に
お
い
て
語
ら

れ
て
い
る
。
公
式
的
に
は
大
百
貨
店
に
お
け
る
万
引
は
一
ヶ
月
に
三
、
四
件
で
、
す
べ
て
警
察
に
ま
か
せ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
松
崎
は
そ
の
言
に
つ
い
て
、「
眉
唾
物
」
で
そ
の
手
に
は
乗
ら
な
い
と
断
わ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
極
度
に
購
買
欲
を
扇
動
し
て
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
、
手
を
変
へ
品
を
換
へ
て
、
肉
薄
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

金
の
有
無
な
ど
に
は
無
頓
着
で
、
担
当
の
紳
士
然
た
る
男
や
、
月
経
前
後
の
夫
人
令
嬢
な
ど
が
、
つ
い
ソ
ツ
と
手
を
出
す

の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ
る
。
さ
な
が
ら
女
は
何
と
や
ら
で
、
呉
服
店
や
雑
貨
の
前
に
立
つ
と
、
恐
ろ
し
く
興
奮
し
て
、

ま
る
で
別
人
の
や
う
な
眼
顔
に
な
つ
て
し
ま
う
。
道
徳
的
な
反
省
意
識
な
ど
は
、
何
処
か
へ
飛
ん
で
し
ま
つ
て
、
遮
二
無

二
と
所
有
欲
ば
か
り
が
、
恐
ろ
し
い
力
で
台
頭
し
て
来
る
。
一
挙
手
一
投
足
の
労
で
、
何
ん
な
品
物
で
も
、
黙
つ
て
持
つ

て
行
け
さ
う
な
易
々
た
る
構
へ
が
、
遂
に
『
女
の
万
引
』
と
云
ふ
、
浅
間
し
い
場
面
を
現
出
す
る
の
で
あ
る
。」

と
い
っ
て
松
崎
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
口
絵
写
真
の
最
初
に
あ
る
大
正
十
四

年
に
開
店
し
た
松
屋
呉
服
店
の
中
に
あ
っ
て
、
八
千
坪
に
及
ぶ
店
内
の
通
路
の
広
さ
に
注
目
し
、
看
視
し
や
す
く
、
万
引

の
予
防
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
部
分
を
読
ん
で
、
私
は
た
だ
ち
に
ゾ
ラ
の
『
ボ
ヌ
ー
ル
・
デ
・
ダ
ム
百
貨
店
』（
伊
藤
桂
子
訳
、
論
創
社
）
に
お
け

る
女
性
た
ち
の
万
引
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
た
。
そ
こ
で
は
ま
さ
に
松
崎
が
書
い
て
い
る
よ
う
な
「
夫
人
令
嬢
な
ど
」
に

よ
る
万
引
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
面
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
は
ず
で
、
Ｅ
・
Ｓ
・
エ
イ
ベ
ル
ソ
ン
の
『
淑

女
が
盗
み
に
は
し
る
と
き
』（
椎
名
美
智
、
吉
田
俊
実
訳
、
国
文
社
）
と
い
う
研
究
書
が
出
さ
れ
る
の
は
そ
れ
か
ら
一
世
紀

を
経
て
か
ら
だ
が
、
松
崎
の
視
線
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
百
貨
店
で
の
万
引
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

『
ボ
ヌ
ー
ル
・
デ
・
ダ
ム
百
貨
店
』
が
三
上
於
菟
吉
訳
で
『
貴
女
の
楽
園
』（
天
佑
社
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
大
正

十
一
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
松
崎
は
す
で
に
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
銀

座
』
に
充
満
し
て
い
る
彼
の
そ
う
し
た
視
線
に
納
得
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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403　

片
岡
昇
『
カ
メ
ラ
社
会
相
』

安
藤
更
生
の
『
銀
座
細
見
』
に
続
い
て
、
松
崎
天
民
の
『
銀
座
』
も
中
公
文
庫
版
で
は
な
く
、
戦
前
の
原
本
を
見
て
き

た
が
、
や
は
り
同
時
代
の
昭
和
三
年
に
出
さ
れ
た
片
岡
昇
の
『
カ
メ
ラ
社
会
相
』
も
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
れ
も
東
京

考
現
学
の
一
冊
と
称
す
べ
き
も
の
で
、
三
一
書
房
の
『
近
代
庶
民
生
活
誌
』（
第
七
巻
『
生
業
』、
昭
和
五
十
九
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
抄
録
で
あ
り
、
写
真
の
大
き
さ
も
異
な
り
、
原
本
を
参
照
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。

『
カ
メ
ラ
社
会
相
』
は
梅
原
北
明
の
文
芸
市
場
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
装
丁
は
酒
井
潔
が
担
当
し
、
革
装
の
特
製
と
並
製
が

あ
り
、
私
の
所
持
す
る
一
冊
は
も
ち
ろ
ん
後
者
で
、
奥
付
表
記
は
三
版
と
な
っ
て
い
る
。
文
芸
市
場
社
の
本
を
紹
介
す
る

の
は
『
近
代
出
版
史
探
索
』28
の
和
田
信
義
『
香
具
師
奥
義
書
』、
同
47
の
復
刻
版
『
我
楽
多
文
庫
』
に
続
き
、
三
冊
目
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

著
者
の
片
岡
は
『
時
事
新
報
』
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
二
十
年
近
く
こ
の
仕
事
に
携
わ
り
、「
小
序
」
に
あ
る
言
葉
を
借

り
れ
ば
、「
私
に
は
カ
メ
ラ
と
云
ふ
武
器
が
あ
る
。
パ
チ
リ
と
撮
つ
て
、
さ
て
お
話
を
と
出
る
と
大
抵
の
人
は
柔
ら
か
で

身
の
上
ば
な
し
を
初
め
る
、
こ
れ
は
全
く
カ
メ
ラ
マ
ン
の
役
得
」
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
第
一
篇
に
お
い
て
は
街

頭
に
出
て
、
九
十
数
枚
の
写
真
を
撮
り
、
そ
れ
ら
の
様
々
な
職
業
の
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
ま
た
第
二
、
第
三
篇
に

あ
っ
て
は
六
十
人
ほ
ど
の
名
士
、
学
者
、
名
人
、
収
集
家
を
訪
問
し
、
近
況
な
ど
を
問
う
て
い
る
。
そ
れ
は
自
ず
か
ら
、

人
物
写
真
と
ペ
ン
に
よ
る
「
社
会
相
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
仕
掛
け
に
つ
い
て
、
長
谷
川
如
是
閑
が
「『
カ
メ
ラ
社
会
相
』
に
叙
す
」
で
、
今
日
の
よ
う
な
「
そ
の
進
化
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と
退
化
と
に
於
て
無
常
迅
速
で
あ
る
社
会
相
」
に
お
い
て
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
出
現
は
現
代
の
必
然
で
あ
る
と
指
摘
し
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
意
味
に
於
て
カ
メ
ラ
・
マ
ン
こ
そ
は
、
決
し
て
嘘
を
つ
け
な
い
現
代
社
会
史
家
で
あ
る
。
彼
が
嘘
を
つ
け
な
い
の

で
あ
る
。（
中
略
）

加
ふ
る
に
君
の
社
会
史
は
、
一
方
で
嘘
の
つ
け
な
い
カ
メ
ラ
を
以
て
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
嘘
も
つ
け
る
文
字

を
以
て
す
る
と
い
ふ
両
天
秤
で
、
所
謂
虚
々
実
々
の
妙
を
極
め
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
君
の
『
カ
メ
ラ
社
会
相
』
一
篇
は
、
嘘

の
つ
け
な
い
カ
メ
ラ
の
結
実
を
文
字
で
補
ひ
、
嘘
を
つ
け
る
文
字
の
欠
点
を
カ
メ
ラ
で
補
（
中
略
）
つ
て
（
中
略
）
ゐ
る

に
相
違
な
い
。

で
序
文
を
書
け
と
の
こ
と
だ
が
、
序
文
は
カ
メ
ラ
で
書
く
訳
に
も
行
か
な
い
の
で
、
文
字
で
書
く
が
、
然
し
、
文
字
で

こ
そ
書
か
れ
た
此
の
序
文
に
は
決
し
て
嘘
の
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
。」

『
近
代
出
版
史
探
索
Ⅱ
』336
や
337
で
ア
ル
ス
の
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
多
彩
な
写
真
書
に
ふ
れ
、
新
し
い
「
写

真
時
代
」
の
出
現
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
の
旨
を
既
述
し
て
お
い
た
が
、
如
是
閑
の
言
葉
も
ま
た
「
嘘
の
つ
け
な
い
カ
メ

ラ
」
に
よ
る
写
真
は
「
嘘
を
つ
け
な
い
現
代
社
会
史
」
を
形
成
す
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
は
演
出
や
編
集
を
想
定
し
な
い
ナ
イ
ー
ブ
な
写
真
を
め
ぐ
る
環
境
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
如
是
閑
と
同
様
に
、

河
東
碧
梧
桐
も
「
序
文
」
に
あ
た
る
「
片
岡
君
の
『
カ
メ
ラ
社
会
相
』」
に
お
い
て
、
世
相
は
「
人
間
の
諸
相
」
で
あ
り
、

そ
こ
に
世
の
真
実
が
あ
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
、「
片
岡
君
は
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
世
相
を
観
よ
う
と
す
る
」
と

書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
「
嘘
の
つ
け
な
い
カ
メ
ラ
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
の
延
長
線
上
に
『
カ
メ
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石森延男　297
石渡磨須子　256
泉鏡花　25, 236, 506-07, 520
泉靖一　609
泉芳璟　147, 338
磯田光一　30
磯部節治　110
磯谷孝　561
伊丹青磁　223
市古貞次　71, 408
市島謙吉（春城）　17, 67, 79
市村瓚次郎　333
一色達夫　562
井筒俊彦　543, 545-46, 549, 

551, 598
井出彰　636
出隆　109
伊藤愛山　365
伊藤永之介　195
伊藤喜朔　120
伊藤桂一　281
伊藤桂子　7, 117
伊藤堅逸　426
伊東深水　86, 136, 243, 486
伊藤晴雨　164
伊藤整　198, 223, 655-60, 

662-64
伊藤敏子　578
伊藤俊治　12
伊藤長夫　645-47, 650, 655
伊藤博　639-40
伊藤博文　557
伊東正夫　220, 224
伊藤隆吉　589
稲垣史生　106, 256, 281, 307, 

312
稲垣達郎　470
稲垣足穂　521
稲森佳夫　450
乾信一郎　250-53, 255, 260
犬養健　504
井上哲次郎　523-27, 530
井上留次郎　560
井上道人　612
井上通泰　529
井上靖　281-82, 550
井上友一　417
井上友一郎　205-10, 214, 227, 

253, 260
伊能嘉矩　528
猪野謙二　511
猪俣津南雄　450, 452-53
伊波普猷　622
茨木憲　397
井原西鶴　72, 76, 136
井伏鱒二　169, 177
イプセン　491-93
イブラヒム（アブデュルレ

シト）　545, 549-53, 555-60, 
564, 566, 574, 651

今泉雄作　527
伊馬鵜平　251
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アイスキュロス　498
會津信吾　438,   443
饗庭篁村　67
青江舜二郎　63, 65
青野季吉　18, 462, 464-65, 

472, 626
青柳信雄　120
青柳瑞穂　41-2, 535
青山二郎　177, 182, 200-04
青山虎之助　212-14, 216-19
青山倭文二　164
赤木健介（赤羽壽）　612, 

648-51, 666-67
赤塚京次　639
赤塚三郎　209-10
赤松磐田　48, 66
秋朱之介　41, 144, 195
秋田雨雀　501, 539-41
秋永芳郎　296
秋山修道　231
秋山憲兄　427, 429
芥川龍之介　25-6, 76, 311, 

521
暁烏敏　338
浅川謙次　596
朝倉無声　11-12, 14-6
浅野武男　251
味岡伸太郎　577
蘆川忠雄　365
蘆田伊人　393-94
東健太郎　631

麻生義　466
麻生久　453
足立巻一　82
足立重　656
渥美清　269
渥美清太郎　503-04
アドラー（アルフレッド）　

457
姉崎正治　338
アーノルド（マシュー）　380
阿武天風　442
安部磯雄　456
安倍浩　457-58
阿部行蔵　612
阿部次郎　520
阿部知二　253
阿部泰夫　631
安倍能成　62-3, 520, 530-32, 

570
阿部六郎　659
尼崎晋之助　567
天野為之　363
天野藤男　417, 419
天野元之　589
綱澤満昭　423
鮎川秀三郎　655
鮎川哲也　403
鮎川信夫　396
荒井献　540
荒城季夫　154-56
荒木田守武　78
アラゴン（ルイ）　660
荒畑寒村　415, 520

荒正人　303, 523
有島武郎　520
有田忠郎　540
有富郁夫　514
有馬頼義　161
有本邦太郎　640
有賀喜左衛門　575
アルファサ（ミラ）　541-42
安斎実　405
安藤一郎　35
安藤更生　1, 3-5, 8, 21
安藤昌益　62-3
アンドレーエフ（レオニド）

　461
飯島花月　165
飯島徹　83
飯田豊一　161, 168
井狩春男　190
井川洗厓　242-43
生方敏郎　275, 560
生島治郎　55
生田葵　501
生田葵山　442
生田春月　183
生田長江　452, 521
生田蝶介　83-9, 118, 475, 

484-89, 492-93
生田花世　132
井汲清治　659-60
井家上隆幸　636
池澤丈雄　220
池田一朗　231
池田正式　78
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